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路
面
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ
な
ど
に

異
常
が
あ
れ
ば
道
路
管
理
課
へ

通
報
を

　
道
路
の
傷
み
や
陥
没
な
ど
は
、

事
故
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
通
報
や
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
り
、
路
面
の
破
損
な
ど
の
早

期
発
見
・
補
修
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

看
板
設
置
な
ど
は
許
可
が
必
要

　
道
路
上
に
立
て
看
板
や
の
ぼ

り
、
商
品
を
置
く
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
お
り
、看
板
・
日
よ
け
・

建
設
用
足
場
な
ど
を
設
置
す
る

場
合
に
は
、道
路
管
理
者
の
（
占

用
）
許
可
が
必
要
で
す
。
設
置

で
き
る
看
板
や
日
よ
け
の
条
件

は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　
住
宅
な
ど
の
建
築
で
道
路
後

退
が
生
じ
る
場
合
、
市
道
に
面

し
て
い
る
後
退
用
地
を
市
に
寄

付
す
る
と
、
市
が
路
面
舗
装
や

維
持
補
修
を
行
い
ま
す
。（
右
図

参
照
）
ま
た
、
寄
付
し
て
い
た

だ
け
る
場
合
は
、
分
筆
登
記
な

ど
に
か
か
る
費
用
を
市
が
負
担

し
ま
す
。

　
市
道
の
清
掃
美
化
活
動
に
取

り
組
む
団
体
（
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー

タ
ー
・
プ
チ
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
団
体

に
は
、
清
掃
用
具
支
給
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
ロ
ー

ド
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
参
加
団
体

名
を
記
載
し
た
表
示
板
の
設
置

や
、
１
年
以
上
の
活
動
継
続
に

よ
り
活
動
区
間
の
市
道
に
愛
称

みんなで道路を安全・快適にみんなで道路を安全・快適に
市道の維持管理にご協力を

８月は
「道路ふれあい月間」
８月は
「道路ふれあい月間」

　８月は「道路ふれあい月間」。
生活に身近な存在の道路を安
全で快適なものにするため、
できることを考えてみましょう。

道
路
に
穴
や
凸
凹
が
…

道
路
に
商
品
や
看
板
を

置
か
な
い
で

問道路管理課各担当 ▼市道の維持
管理・道路ボランティア＝総務管
理担当☎948-6471 ▼ 市道の舗
装・維持補修など＝工事担当☎
948-6478 ▼道路占用および占用
物件など＝占用担当☎948-6473

▼道路用地の寄付採納など＝路政
境界担当☎948-6472（ファクスは
共通FAX934-1805）

【
車
道
上
の
場
合
】

【
歩
道
が
あ
る
場
合
】

寄
付
を
す
る
と…

道路後退用地

施工前 土や石が
飛んでくる
ことがあって

危険

施工後
舗装されて
安全・快適

　
松
山
市
が
連
携
中
枢
都
市
と
し
て
、
伊
予
市
、
東
温
市
、
久
万
高
原
町
、
松
前
町
、
砥
部
町
と
連
携
し
て
地
域

経
済
を
活
性
化
し
、
魅
力
あ
る
圏
域
形
成
を
目
指
す
た
め
７
月
８
日
、
連
携
協
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

連
携
中
枢
都
市
宣
言
と
連
携
協
約
を
締
結

  

中
予
３
市
３
町
が
連
携
し
て
地
域
活
性
化
へ

公
表
し
ま
し
た
。

　
公
表
さ
れ
た
「
ま
つ

や
ま
圏
域
未
来
共
創
ビ

ジ
ョ
ン
」
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
平
成
32
年
度

の
５
年
間
を
計
画
期
間

と
し
、
松
山
圏
域
３
市

３
町
の
目
指
す
べ
き
将

来
像
「
や
ま
・
ま
ち
・

う
み
・
ひ
と
、
暮
ら
し

彩
る
み
ん
な
の
松
山
圏
」

を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
各
市
町
と
連
携

し
て
経
済
成
長
の
け
ん

引
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
後
は
、
３
市
３
町

が
協
力
し
て
地
域
を
活

性
化
し
、
圏
域
の
住
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

快
適
な
暮
ら
し
を
営
ん

で
い
け
る
よ
う
、
サ
ー

ビ
ス
や
魅
力
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

問
企
画
戦
略
課
☎
948
６
９

４
３
・
FAX
934
１
８
０
４

　
締
結
式
に
は
、
関
係

市
町
の
市
町
長
、
議
長

ら
が
出
席
。
松
山
市
の

野
志
市
長
が
「
地
方
が

光
れ
ば
日
本
が
光
る
。

人
口
減
少
と
い
う
大
き

な
課
題
に
歯
止
め
を
か

け
ら
れ
る
の
は
地
方
で
、

そ
れ
を
こ
の
松
山
圏
域

か
ら
実
現
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
の
ち
、

「
四
国
で
唯
一
の
50
万
都

市
で
あ
る
松
山
市
は
連

携
中
枢
都
市
と
し
て
、

近
隣
市
町
と
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
、
圏
域

の
持
続
的
発
展
と
と
も

に
広
く
地
域
の
活
性
化

に
力
を
尽
く
す
」
な
ど

と
し
た
連
携
中
枢
都
市

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
各
市
町
長
と
連

携
協
約
協
定
書
に
調
印

し
、
圏
域
の
将
来
像
や

基
本
方
針
な
ど
を
定
め

た
「
ま
つ
や
ま
圏
域
未

来
共
創
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

～四国カルストから道後、瀬戸内へ～
やま・まち・うみ・ひと、暮らし彩る
みんなの松山圏

松山圏域の将来像

圏域づくりの基本方針
① 圏域全体の経済成長のけん引

●市町の特長を生かした一体的な産業
振興と企業活動支援

●農林水産物のブランド化と６次産業
化による販路拡大

●山・街・海をつなぐ広域観光の推進

②高次の都市機能の集積・強化
●安全・安心の圏域づくり
● 広域的公共交通網の構築と圏域拠点

の整備
●圏域における課題解決機能の向上

③圏域全体の生活関連機能サービスの
向上
●医療・介護・福祉サービスの充実
●結婚・出産・子育て支援の充実
● 文化・スポーツ施策等を通じた圏域

の活性化
●災害対策の推進
●環境保全施策の推進
● 暮らしたい・戻りたいと思える圏域

づくり
●圏域内行政サービス効率化等の推進

まつやま圏域未来共創ビジョン

調印した協定書を前に握手する各市町長。左から 佐川秀紀砥部町長　岡本靖松前町長　
髙野宗城久万高原町長　野志克仁松山市長　髙須賀功東温市長　武智邦典伊予市長

生
け
垣
の
手
入
れ
を
忘
れ
ず
に

　
生
け
垣
や
植
木
が
道
路
に
は

み
出
し
て
通
行
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
、
手
入
れ
と
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

を
付
け
る
権
利
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
ま
つ
や
ま
マ
イ

ロ
ー
ド
）

　
車
や
歩
行
者
の
安
全
を
守
る

た
め
、
夜
間
の
道
路
を
明
る
く

照
ら
す
道
路
照
明
灯
。
消
え
て

い
た
り
、
昼
間
で
も
点
灯
し
て

い
た
り
す
る
道
路
照
明
灯
を
発

見
し
た
と
き
は
、
道
路
管
理
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

電
柱
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
照

明
は
、
ほ
と
ん
ど
が
町
内
会
・

自
治
会
な
ど
が
設
置
し
て
い
る

防
犯
灯
で
す
。
も
し
も
夜
間
に

消
え
て
い
る
な
ど
の
異
常
が
あ

る
場
合
は
、
お
住
ま
い
の
町
内

会
の
代
表
者
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　
道
路
に
は
国
道
・
県
道
・
市

道
の
ほ
か
、
農
道
や
私
道
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
市
道
か
ど
う
か

を
調
べ
る
に
は
、
市
へ
問
い
合

わ
せ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
検
索
方
法
は
、
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
「
地
図
情
報
」
→
eい

～
よ
ま

ち
ナ
ビ
「
市
道
路
線
情
報
地
図
」

で
確
認

道
路
照
明
灯
が
消
え
て
い

た
ら
連
絡
を

身
近
な
道
路
を
美
し
く

道
路
後
退
用
地
の
寄
付
に

ご
協
力
を

市
が
管
理
す
る
道
路
は

ど
こ
？
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第
1
次
試
験
日 

9
月
18
日
㈰

※
市
事
務
職
障
が
い
者
の
第
1

次
試
験
日
は
9
月
25
日
㈰

実
施
要
領
・
申
込
書 

人
事
課
、

市
役
所
本
館
１
階
案
内
所
、
（消）

総
務
課
、
松
山
広
域
福
祉
施
設

事
務
組
合
事
務
局
、
（福）
市
社
会

福
祉
事
業
団
総
務
課
、（
公
財）

市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

総
務
課
、
支
所
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
市
東
京
事
務
所

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
団
体

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で

き
ま
す
。

　
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、

「
試
験
申
込
書
請
求
」お
よ
び

「
試
験
区
分
」を
朱
書
き
し
た
封

筒
に
、
返
信
用
封
筒
(1
2
0

円
分
の
切
手
を
貼
り
、
宛
先
を

書
い
た
角
形
2
号
サ
イ
ズ
の
も

の
)を
同
封
し
、
各
問
い
合
わ

せ
先
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間 

8
月
1
日
㈪
～
16

日
㈫（

消
印
有
効）

ま
で
の
8
時

30
分
～
17
時
15
分

（
各
団
体
の
開
庁
日
に
限
る）

　平
成
28
年
度
松
山
市
、
市
消
防
局
、
松
山
広
域
福
祉
施
設

事
務
組
合
、
(福
)市
社
会
福
祉
事
業
団
、
(公
財
)市
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
詳
細
は
各
実
施
要
領
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

松山市(〒790-8571 二番町四丁目7－2）

申
し
込
み
か
ら
大
会
参
加
ま
で
の
流
れ

日
時 

平
成
29
年
2
月
12
日
㈰

10
時
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス 

県
庁
前（
一
番
町
四
丁

目〈
ス
タ
ー
ト
〉）～
難
波
・
正

岡
地
区
～
城
山
公
園
（
堀
之
内

〈
ゴ
ー
ル
〉）

定
員 

1
万
人（
ア
ス
リ
ー
ト
エ

ン
ト
リ
ー
3
0
0
0
人〈
先
着

順
〉、
一
般
エ
ン
ト
リ
ー

7
0
0
0
人〈
抽
選
〉）

料
金
１
人
9
0
8
4
円（
参
加

料
と
エ
ン
ト
リ
ー
手
数
料
）

※
入
金
方
法
に
よ
り
、
別
途
手

数
料
が
か
か
る
場
合
あ
り

試　験　区　分 年齢(下記の期間に生まれた人) 募集人数

事務職
①初　級 平成5年4月2日～平成11年4月1日 3人程度
②幼稚園教諭 昭和58年4月2日以降 1人程度
③障がい者 昭和57年4月2日～平成11年4月1日 2人程度

技術職

④保育士
昭和58年4月2日以降

13人程度
⑤保健師 3人程度
⑥保育士
（民間企業等経験者） 昭和32年4月2日以降

2人程度
⑦保健師
（民間企業等経験者） 2人程度

※①は、学校教育法による4年制大学で2年を超えて在籍した人は除く
※②は、幼稚園教諭の普通免許を所有または平成28年度中に幼稚園教諭の普通免許を取得
見込みの人
※③は、障害者手帳の交付を受けている人で、介護者なしで一般事務職の職務が遂行可能な人
※④は、保育士の資格を所有または平成28年度中に保育士の資格を取得見込みの人
※⑤は、保健師の免許を所有または平成28年度実施の国家試験で保健師の免許を取得見込みの人
※⑥は、保育士の資格を所有し、保育士として次のアからウのいずれかの施設で、継続して
1年以上勤務した期間（週30時間以上勤務した期間のみ該当）が、平成28年8月1日現在で
通算しておおむね10年以上ある人（勤務した期間には、産前産後休暇期間は含み、その他育
児休業や休職などの実際に勤務しなかった期間は除く。また、同一期間内に複数の職務に従
事した場合は、いずれか一方の職歴に限る）▶ア＝児童福祉法第7条に規定する保育所（認可
保育所）または、幼保連携型認定こども園の保育所機能部分の施設▶イ＝就学前の子どもに
関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律第3条第2項第2号に規定する保育
所型認定こども園の保育所で構成される施設▶ウ＝児童福祉法第6条の3第10項の小規模
保育事業（Ｃ型を除く）または、同条第12項の事業所内保育事業であって、児童福祉法第34
条の15第1項により実施および、第2項の認可を受けて実施する施設（地域型保育事業で、
小規模保育事業Ａ型およびＢ型ならびに、事業所内保育事業の認可を受けて実施する施設）
※⑦は、保健師の免許を所有し、保健師として民間企業や地方公共団体などで、継続して1
年以上就業した期間（週30時間以上就業した期間のみ該当）が、平成28年8月1日現在で通
算しておおむね5年以上ある人（勤務した期間には、産前産後休暇期間は含み、その他育児
休業や休職などの実際に勤務しなかった期間は除く。また、同一期間内に複数の職務に従事
した場合は、いずれか一方の職歴に限る）

第
55
回
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン

8 

8
㈪
～
ア
ス
リ
ー
ト
・

8 

22
㈪
～
一
般 

受
け
付
け
開
始

※
詳
細
は
大
会
要
項（
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

ehim
em

arathon.jp/

、
市
役
所
本
館
１
階
市
政
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
）を

ご
確
認
く
だ
さ
い

【
実
行
委
員
会
】ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
エ
ン
ト
リ
ー
確
定
者
名
簿
発
表（
11
月
中
旬
）

ア
ス
リ
ー
ト

一
般

エ
ン
ト
リ
ー
完
了

　
専
用
払
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
参
加
料
と
エ
ン
ト
リ
ー
手

数
料
を
8
月
19
日
㈮
ま
で
に
入
金

【実行委員会】

　
当
選
者
は
参
加
料
と
エ
ン
ト
リ
ー

手
数
料
を
10
月
中
旬
ま
で
に
入
金

抽
選
結
果
の
通
知（
10
月
上
旬
）

※
落
選
の
人
に
も
連
絡
あ
り

申
し
込
み
受
け
付
け
開
始

8
月
22
日
㈪
～
9
月
2
日
㈮

　
記
録
証
の
審
査
通
過
者
に
専

用
払
込
用
紙
を
郵
送

※
不
通
過
の
人
に
も
連
絡
あ
り

　
申
し
込
み
受
け
付
け
開
始

（
先
着
順
）

【
期
間
】8
月
8
日
㈪
～
19
日
㈮

記
録
証
の
審
査（
随
時
）

【
実
行
委
員
会
】

　
当
選
者
の
入
金
が
定
員
に
達
成

し
な
い
場
合
は
、
落
選
し
た
人
か

ら
二
次
抽
選
を
行
う
場
合
あ
り

エ
ン
ト
リ
ー
完
了

　
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（http://

runnet.jp

）ま
た
は
②
郵
便
振
替

で
申
し
込
み

※
重
複
で
の
申
し
込
み
不
可

　
郵
便
振
替
の
方
法
は
事
務
局
ま

た
は
、
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い

■ 

住
所
、氏
名
、性
別
、生
年
月
日
、

平
日
昼
間
に
連
絡
が
つ
く
電
話

番
号
を
記
入
し
た
用
紙

■ 

記
録
証（
男
子
3
時
間
30
分
、
女

子
4
時
間
以
内
）の
写
し

■ 

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
82
円

切
手
貼
付
の
返
信
用
封
筒（
長
3

サ
イ
ズ
）

　
左
記
３
点
を
添
え
て
、「
ア
ス

リ
ー
ト
エ
ン
ト
リ
ー
専
用
払
込
用

紙
」を
請
求

問
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局（
南
海
放
送
内
）

☎
915
8
4
6
0
・
FAX
915
2
3
8
8

(公財)市文化・スポーツ振興財団(〒790-0012 湊町七丁目5）
試　験　区　分 年齢(下記の期間に生まれた人) 募集人数

事務職
昭和58年4月2日～平成7年4月1日

1人程度
事務職（文化・スポーツ枠） 2人程度

問（公財）市文化・スポーツ振興財団総務課　☎909－6157・FAX931－3304

(福)市社会福祉事業団(〒790-0808 若草町8－3）
試　験　区　分 年齢(下記の期間に生まれた人) 募集人数

①技術職（児童厚生員）
昭和32年4月2日以降

2人程度
②技術職（心理判定員〈民間企業等経験者〉） 1人程度

※①は、次のア・イいずれかに該当する人▶ア＝保育士の資格を所有または平成28年度中
に保育士の資格を取得見込みの人▶イ＝教諭（幼稚園・小・中・高）の免許を所有または平成
28年度実施の国家試験により教諭（幼稚園・小・中・高）の免許を取得見込みの人
※②は、大学または大学院で心理学を専修する学科または相当する課程を修めて卒業した人
で、医療機関・教育相談機関・社会福祉施設などで心理判定やカウンセリングなどの職務経
験を正職員などで1年以上就業した期間が、平成28年8月1日現在で通算おおむね5年以
上ある人

問（福）市社会福祉事業団総務課（市ハーモニープラザ3階）
☎921－5311・FAX921－5995

問人事課(市役所本館4階）　☎948－6940・FAX934－9205

松山広域福祉施設事務組合(〒790-0003 三番町六丁目６－１）
試　験　区　分 年齢(下記の期間に生まれた人) 募集人数

①技術職（看護師〈民間企業等
経験者〉） 昭和32年4月2日以降 1人程度

労務職（介護員） 昭和53年4月2日～平成11年4月1日 3人程度

※①は、看護師の免許を所有し、医療機関・福祉施設などでの実務経験がおおむね
3年以上の人

問松山広域福祉施設事務組合事務局（市役所第四別館4階）
☎948－6416・FAX931－7290

市消防局(〒790-0811 本町六丁目６－１）
試　験　区　分 年齢(下記の期間に生まれた人) 募集人数

消防職 初　級 平成5年4月2日～平成11年4月1日 2人程度

※学校教育法による4年制大学で2年を超えて在籍した人は除く

問（消）総務課（市消防局4階）　☎926－9214・FAX926－9144
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